
工程の中に潜んでいるムダを発見し、改善活動を進めていった結果として、ひとつ

の作業に関わる時間を短縮することができた。そのために早く作業が終了することに

なるのだが、そこで余った時間を何に使うのだろうか。明日の予定を先取りしていた

のでは作りすぎを発生させることになるし、一時的に清掃活動をするのもいいが、そ

れでは本当のコストダウンに結びつけることができない。

今 改

単独で捉える ま 善

とコストダウ で 後 改善の結果として生み出

ンは達成した の した工数をそのままにし。

工 ていたのでは、全体のコ

。数 ストダウンにはならない

余 １ ４人分の工数が必要なのに、.

っ ここに １ ０ 工程が分離しているから２人投入.

た 投入する しなければならないような工程は。

工 ０ ４ ないだろうか。.

数

２人 → １人にでき

・マルチオペレーター化 ないかと考える。

・仕事の仕方を変える

改善が定着してない会社に限って 「人が余った場合、その人たちをどうすればい、

いのか？」などという質問が出される。改善が進めば、業績が拡大していくことによ

って、いくらでも人材（財）が必要になってくる。そんな心配を、一度くらいしてみ

たいものだ。


